平成　　年（　）第　　　　号　　　　請求事件

原　告　　○　○　○　○

被　告　　○　○　○　○

時機に後れた攻撃防御方法却下の申立書

平成　　年　　月　　日

　　地方裁判所民事第　　部　　係　御中

被告訴訟代理人弁護士　　　　　　　印

　頭書事件は、弁論終結段階に至っているが、原告は、新たに被告の債務不履行の主張を追加した。

　上記主張の追加は、原告の故意又は重大な過失に基づく時機に後れた攻撃方法の提出であり、本件訴訟の完結を遅延させるものであることは明らかである。よって、被告は、上記主張を却下されたく申し立てる。

